


















要約：1.母乳栄養の安全性確保のために、最近問題となっている外来性内分泌攪乱物質の

乳児に対する生体影響に関連した文献的検討を行った。

2.母乳中に含まれる内分泌攪撹乱物質として、特に問題となるのはダイオキシン類、PCB、

DDT 等の有機塩素系化合物である。そこで、これらの物質を対象として検討した結果、母

乳を介して乳児に移行する可能性が高いことが分かった。特に問題となるのはダイオキシ

ン類と PCBである。

3.これらの物質による母乳の汚染度と乳児の神経・精神発達、免疫機能、甲状腺ホルモン

ヘの影響が示されている。わが国の汚染状況からみて、一部乳児への影響の可能性が考え

られる。また、動物実験によってヒトと同様の影響も観察されている。さらに動物実験に

おいては、ヒトでは確認されていない生殖機能、中枢神経系への影響も観察されている。

4.しかし、ヒトでは成長に伴って乳児への生体影響が消失し、むしろ母乳栄養児に優位な

発達が観察される事例もあり、短期の観察結果を単純に当てはめることが出来ないことも

示唆されている。

5.したがって、母乳栄養の安全性確保の観点から、これら物質による環境や食品の汚染を

低減する施策が必要であり、さらに当面は母乳栄養の利点とリスクの科学的評価を行うこ

とが必要である。また、妊娠可能な女性に対する食生活指導の指針を作成し、これを徹底

させることも必要であると考える。


